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研究成果の概要（和文）：  

本研究では、歴史家と政治学者の連携のもと、冷戦期の北東アジア、特に日本側の役割と視
点にたった多くの資料を収集・統合した。この４年の研究期間で研究メンバーは、ワークショ
ップ、カンファレンスや様々な国際イベントにおいて、新たな資料と結論に基づく 80 回もの
発表（半数が英語発表）を行い、約 70 もの論文・図書を執筆・刊行した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

This Kaken has combined historians and political scientists to collect documents in and about 
Northeast Asia in the Cold War, especially Japan’s role and perspective. At workshops, conferences and 
international events, our members have made 80 presentations of new materials and conclusions during 
the last five years, more than half in English.  The members made 70 publications during this period 
and many more will follow. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００９年度 9,300,000 2,790,000 12,090,000 

２０１０年度 8,300,000 2,490,000 10,790,000 

２０１１年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 

２０１２年度 8,600,000 2,580,000 11,180,000 

    

総 計 34,600,000 10,380,000 44,980,000 
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１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者は、1990 年度中葉から、ウッド
ロウ・ウィルソン・センターで冷戦史プロジ
ェクト (Cold War International History Project: 
CWIHP)を 10 年あまり組織し、米国・ロシア・
東欧・中国・日本・韓国などにおける資料発
掘（資料集編纂）とその多面的分析、国際シ
ンポジウムのコーディネートに努めてきた。 

プロジェクトを通じて、ソ連解体直後の集
中的な資料収集（ロシア現代史文書館 RGANI
など）、ソ連の対東欧ならびに、（共産圏を中
心とした）対アジア諸国に対する外交研究の
分析が進められ、更には華東師範大学の中国
冷戦史研究との連携を通じて、中ソ関係の研
究は飛躍的な発展を続けてきた。中ソに関わ
る冷戦史の国際的研究は、CWIHP に担われ、
研究代表者はその中心的存在であった。 

機関番号：１０１０１ 

研究種目：基盤研究(A) 

研究期間：2009～2012   

課題番号：２１２４３０１３ 

研究課題名（和文） 北東アジアの冷戦：新しい資料と展望 

 

研究課題名（英文） Northeast Asia in the Cold War: New Materials and Perspectives 

 

研究代表者 

ディビッド ウルフ（DAVID WOLFF） 

北海道大学・スラブ研究センター・教授 

研究者番号：60435948 

 
 



 

 

 研究代表者が、このプロジェクトを指揮し
ていて長年痛感してきたのが、日本における
アーカイブの非公開と国際的な冷戦史研究
へのコミットメント不足である。日本の外交
関連資料の機微に関わるものがなかなか公
開されないことはよく知られているが、同時
に日本の冷戦史研究は国際的なプロジェク
トにおいて存在感が乏しい。日本でも日米外
交史研究者を中心に、アジアに関する冷戦研
究プロジェクトが組まれ、一定の成果を上げ
ていることは承知しているが、米国の研究者
の個別的な招請、あるいは英語を使って仕事
をしている中国やロシアの研究者とのアド
ホックな交流に留まっており（つまり、中国
語やロシア語の一次資料をもとに研究体制
を組織できていない）、残念ながら国際的に
は認知されていない。 
 
２．研究の目的 
 
上記の背景を踏まえ、日本における冷戦史

研究を支援・発展させ、その蓄積を世界的研
究の中に統合する事が本研究の最終目標で
あった。 
主たる目的は、第１に冷戦期の日本を軸と

した北東アジア地域の研究を日本のみなら
ず露・中・米・韓の新資料の発掘を通じて推
進する事、第２に日本の冷戦史研究を研究代
表者が行ってきた中ソ外交史研究と相互作
用させる事、第３にそれを北東アジア冷戦史
として総合し欧米の国際共同研究の中で位
置づける事であった。 
本研究は、国際的な冷戦史研究のネットワ

ークを通じてのみ入手しうる情報を日本の
研究と接合する事で、旧来、北東アジア冷戦
の中で明らかにされなかった側面に焦点を
あて、その実像を追う事が出来る。翻って本
研究は、米国のみならず露・中・韓・印など
諸国の資料を収集し、その実像を立体的に検
証し、欧州冷戦史や世界史の枠組の中で位置
づける事で北東アジア冷戦史に固有な特徴
を析出しようとする野心的な試みであった。 
 
３．研究の方法 
 
メンバーを北東アジア班と広域・比較班に

分け、各テーマに沿って役割分担をし、研究
を行った。両班は相互に深い連携をもって運
用され、両班とも代表者が統括を行った。 
（下図参照） 
 
 
 
 
 
 
 

歴史家と政治学者は相互に補い合い、歴史
家は政治学者の資料収集を助け、政治学者は
歴史家のより分析的な政策方針を後押しし
た。また、近年の未公開文書の開示は我々の
研究内容に新しい展望を与え、その結果、メ
ンバーが参加した国内外のカンファレンス
では、常に最先端な発見をもたらすことがで
きた。 
資料収集と国際的なパートナーとのネッ

トワーク構築に加えて、中曽根康弘元首相の
対露政策に関わるインタビューを含め、いく
つかのオーラルヒストリーを行った。また、
日本国際政治学会でのパネル発表のため、ハ
ーバード大学の権威であるエズラ・ヴォーゲ
ル教授を日本に招へいした。彼の報告は、日
本で評価の高いこの年次大会において最も
多くの参加者を集め、パネルは成功を収めた。 
 
４．研究成果 
本研究では、北東アジアの冷戦史に関する

新たな知識を発展させるため、現代の歴史家
と国際関係の専門家の視点を統合した。中国、
ロシア、モンゴル、日本、韓国、台湾の歴史
家、アーキビストとの連携により、広範囲に
わたる資料を入手し、各国の主要なコレクシ
ョンを構築することができた。 
 また、日本で開催したイベントや海外の研
究協力者と共同で開催した国際イベントに
おいて、北東アジアの歴史と政治、その中で
の日本の重要な役割について新しい成果を
発表し、知識の発展を導いた。 
 研究メンバーとの連携のもと、ヨーロッパ
では、フィンランド・フランス・ドイツ・ハ
ンガリー、アジアでは、中国・インド・台湾、
日本とアメリカにおいては複数の地域で主
要なイベントを開催した。 
 二人の研究分担者が、所属や研究の分野
（エリア）の変更のために初年度に辞退した
が、残りの７人のメンバーによって、80 の研
究発表（半数が英語による発表）、37 の研究
論文、33 の図書執筆・刊行という成果を出す
ことが出来た。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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